
6月13日、3市町村長が集まり

行われた中間報告会の様子
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連絡・間合先　℡（45）6222 

宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター 

開館時間：午前9時から午後4時まで 
休館日：月曜日、祝祭日の翌日 

更　　　　梅雨入りの6月10日、「早く梅雨明けよ」ともう頓う心の叫び野生動物に「逢いたい」「逢いた
くない∫違えない」の3つのこころ。距離を大事にね日「人のくらし」と「野生動物のくらし」。

●「ドンコはどこからやってきた日」

生態園の池ができて6年日をむかえたが今年、まっ

たくといっていいほど「トンボの羽化」を見ることがで

きなかった。心配で水中のヤゴの様子を確認したとこ

ろ、クロスジギンヤンマのヤゴが数匹しかみつからな

かった。数が少ない原因をひとつにしぼることはでき

ないが、この池の中で4年前から異常に繁殖している

「ドンコ」がヤゴをエサにしてしまっているのではない

かとセンターでは考えている。はたしてドンコはヤゴ

を食べるのであろうか7

5月25日（日）、池に入り巨大ドンコの捕獲に成功し

た。センターの玄関にて飼育をはじめドンコの暮らし

を見守っている。顔はまぬけ面で手でもってみても暴

それずおとなしい、体の色は茶に黒の斑点がある。体の
季i大きさはなんと「21。m」はある。いったい何を食べて
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そう●センターつて、どんな施設なんだろう？？？
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あんなに大きくなったのか？この日で確かめてみたい

のだ。獲物をとるときはものすごいスピードで動くも

のと推測している。観察が楽しみだ日i

「親にとって、大人にとって、子どもにとって、自分

にとって・・・」と、こんなことが気になる今日この
〝　頃です。「工作ができる場所」「森へつれてってくれる
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ところ」「いっしょに遊んでくれるところ」「ムササビを

みにつれてってくれる」どんなところなのでしょうか？

宝の山ふれあいの里とは…　‥皆さんのご意見を

聞きたいです。お話をしてみたいです。

●梅雨の時期こそ、雨の魅力を感じて・・・

雨ぽっかりでいやな時期になりました。でも、雨の

日にしかできない遊びってありますよね。学校帰り、

水たまりにおもいっきりジャンプして泥水をかけあい、

ずぶぬれになった思い出ありませんか？いまやこうし

た遊びをセンターのような施設で伝える時代になりま

した。遊びを通して学ぶこと、たくさんあるかと思い

ます。親が子に、地域が子に伝えていくことがたくさ

んあると思います。「汚れるからよしなさい！！」「汚い

からダメロ」寂しさを感じる、大人の都合で生まれる

この言葉、寂しいです。体験を通して学ぶことの大切

さの前提には「親が子を口を閉じて見守る」ことです。

センターでは、職員がこのことを常に心がけています。
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直
接
請
求
（
い
わ
ゆ
る
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発
議
）

に
基
づ
く
、
都
留
市
、
西
桂
町
、

秋
山
村
及
び
道
志
村
を
対
象
と
す

る
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
議

案
は
、
本
市
と
道
志
村
が
、
昨
年

1
2
月
議
会
で
、
ま
た
、
西
桂
町
が

本
年
3
月
議
会
で
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、

秋
山
村
議
会
に
お
い
て
3
月
2
0
日

に
否
決
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
度
の

住
民
発
議
に
よ
る
合
併
協
議
会
設

置
に
つ
き
ま
し
て
は
白
紙
に
戻
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

都
留
覇
、
西
撞
町
、
遭
悉
耐
合
併
研
究
会
発
足

こ
の
結
果
を
受
け
、
都
留
市
議
会
か
ら
市
長

あ
て
に
、
法
定
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
議

案
を
可
決
し
た
都
留
市
、
西
桂
町
、
道
志
村
の

3
市
町
村
に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
の
設
置
を

求
め
る
要
望
書
が
出
さ
れ
、
ま
た
、
同
様
の
要

望
は
、
住
民
団
体
の
「
新
し
い
ま
ち
を
創
造
す
る

会
」
か
ら
も
あ
り
、
議
会
の
議
決
や
住
民
の
意
思

を
尊
重
し
、
新
た
な
枠
組
み
に
よ
る
合
併
に
対

す
る
調
査
研
究
を
進
め
る
た
め
、
3
月
2
7
日
に

西
桂
町
、
同
2
8
日
に
道
志
村
に
、
そ
れ
ぞ
れ
任

意
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
協
議
を
申
し

入
れ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
3
市
町
村
長
の
協
議
に

よ
り
、
ま
ず
、
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、
4
月
1
日
（
以
降
8

回
開
催
）
よ
り
職
員
に
よ
る
研
究
会
が
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

研
究
会
で
は
、
3
市
町
村
が
合
併
し
た
場
合

の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
の
議
論
を
深
め

る
上
で
基
礎
資
料
と
な
る
よ
う
報
告
書
の
と
り

ま
と
め
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
6
月
1
3
日
、

3
市
町
村
長
が
集
ま
り
中
間
報
告
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
、
全
国
各
地
で
、
地
方
行
政
の
構
造
改
革
と
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の

自
治
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
、
合
併
論
議
が
高
ま
っ
て
お
り
、
合
併
の
協
議
会
に
参

加
し
て
い
る
市
町
村
数
は
1
、
8
5
8
で
、
全
国
市
町
村
の
半
数
を
超
え
る
状
況
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

県
内
で
も
、
本
年
3
月
に
新
南
部
町
、
4
月
に
は
南
ア
ル
プ
ス
市
が
誕
生
し
た
ほ
か
、

7
つ
の
地
域
で
法
定
協
議
会
、
ま
た
、
2
つ
の
地
域
で
任
意
合
併
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ

設
置
さ
れ
る
な
ど
、
各
地
域
で
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
合
併
問
題
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。


